
平成28年度 「大学教育再生加速プログラム」 選定取組

大学等名：兵庫県立大学
テーマ ：テーマⅤ（卒業時における質保証の取組の強化）

３つのポリシーを起点とするPDCAによる教学マネジメントを有効に機能させるため、学生の主体的な学修のためのルーブリックやWEBポートフォリオ、教員の

授業改善のための授業法アンケート、学生の能力伸長を測るためのアセスメントテストの開発などを進める。また、推薦入試においてAPに沿った学生を客観的

に選抜していくための推薦入試面接方法やジェネリックスキルを測る面接補助アセスメントツール、学生の学修成果を目に見える形で社会に提示するための

ディプロマ・サプリメントを開発する。以上の取組を先導的モデルとして環境人間学部で導入し、全学への展開を図る。

【事業の成果】
27年度
（実績値）

28年度
（目標値）

29年度
（目標値）

31年度
（目標値）

学生の授業外学修時間
（１週間当たり）

７～14時間
（H26年度）

20時間 25時間 38時間

卒業生追跡調査の実施率
（調査回答者数／卒業者数）

25 ％ 30 ％ 35 ％ 50 ％

事業計画に参画する教員の割合 10 ％ 33 ％ 83 ％ 100 ％

28年度～31年度 環境人間学部 環境人間学科で先導的モデル実施

卒業生追跡調査（企業等アンケート）
AP事業評価委員会の意見聴取

面接補助ツール
新入生調査
学修行動調査
教員向け授業法アンケート

カリキュラムマトリックス
ルーブリック
WEBポートフォリオ
アセスメントテスト
ディプロマ・サプリメント

APに適合した面接合格者かチェック
DP達成の教育課程かのチェック

兵庫県立
大学
モデル

Plan
３つのポリシー策定・見直し

Do
学生選抜試験、体系的・組織

的教育・達成度試験

Check
学修行動調査・達成度試験の
結果等分析、外部評価

Act
授業改善、教育課程の見直し

① 学生が目標を定めて、到達度を確認しながら主体的

な学修を進めることができる（キャリア形成に役立つ）

② 教員又は教員組織が、教育効果を確認しながら授

業改善・カリキュラムの見直しができる

③ 大学がめざすＤＰの達成度を確認しながら学長をトッ

プとする組織的な教学マネジメントを可能とする


